
日
ま見f吃ギリシア言吾αコ言電Eこっし、ての一一三言語'!;

一素材「動物」が使われいる誌についてー

を字 国

1 はじめに

t!s 

現代ギリシア跨のE霊祭を見ると、様々な事物が引き合いに出されて、色 I:tな比喰表

現が形成されている.以前にも述べた{浮目、 1988 )が、よく使用されている素材

には、名詞では「女、水、家、火、山羊」など多くの興味あるものがあった.

そしてlそれらの素材のなかで‘ 「山羊、豚.狐、牛、狼」などの「動物Jが素材

として使われている鯵も多く、興味を引かれるものが多いようである.動物は、人間

との関わりの中で、また人聞社会の中で、良き友であったり.危険な阪であったり.

有害であったり、明笑の的になったりしてきた.そうして、色々な意味で、適当な場

面で、比喰の対象に使われてきたのであろう.

そこで.本稿では、諺の中にどの様な「動物Jがどの程度使用されているか‘また

それらの素材はどの様なイメージで、どの様な比喰表現に使用されているかを.

Rohlfs， G.， 1talogriechische Sprichworter in linguistischer Konfron-

tation mit neugriechischen Dialekten， Munchen， 1971とM.xa骨λ，Maρ(a-A，dε.
2500・Eλλην川代 n叩 OlP{円 (lta(，̂y6μενα)，・A6時να，1981 の二つの r~集 J の隊

中によく使用されている紫材とそれらの素材が使用されている怒に焦点を当てて考察

してみる.

2 跨中の繁材「動物Jの使用頻度

さて、~中にどの織な「動物 J がどの程度使用されているかは、上記の Rohlfsの診

集の 500の路中によく使用されている素材(単語)を調べてみると(浮図、 1988，p. 

61の表参照)、使用頻度の高い順番に見て、上位40位ぐらいまでに、 「動物」を表す

素材は、 「山羊J(Y(da， Itaτσ(lta，τρa')'o宮)、 「ろばJ(y&rdapoc， yardoDp)、 「狐J

(aA，，，ol>). r豚J(YO叩 ouνハ yovpouva)、「牛J(/36d.， /36rdけ. r狽J(λ旬。宮)、

「犬J( a"1JAI I a"vAoc). r描J( 'YaTa. ')'aTo宮)‘『馬J( aλ0')'0)、『苅J(κ6τα. 
ι6TTa)、 r:!tJ (宥ρo/JaT(να，"ρ6/laTov)、の 11種の素材が使用されており、確かによ
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窺う ζ とができるであろう.このことは、

日本の協の場合と比較対照してみると.さ

らに興味深い考察ができる(鮮しくは、浮

図、 1989を参照)

ところで、 MIX町iA.1981の中では、特に

動物が素材として使われている践が列挙さ

れている.そこで、大ざっぱにではあるが、

それぞれの素材項目別に掌げである穆の数

を調べて、よく使用されている「動物」か

ら順に並べてみると、右の表のようにな

る.但し、 ζの表の数値は、それぞれ項目

別に準げである諺数であり、一つの諺にニ
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つ以上の紫材が使用されている諺があるので、それぞれの繁材が使用されている真の

修数ではない.

また、上の二つの表を比較してみると、 ζのように二つの諺集に比較的頻繁に使用

されている「動物Jには共通なものが多いことが分かる.とのことは、これらの「動

物」が幅広くギリシアの人々に比喰表現の中で使用されていたことの証明にもなるで

あろう.

また、ギリシア人がこれらの「動物」が使用されている惨をどの程度知っているか

に関して、本国のギリシア人に対して行ったアンケート調査の結果(1988年)では、

これらの修はかなりよく認識されている.

3 素材「動物Jのイメージと比喰表現

それでは、次に .ζ れらの修の索材としての「動物Jは‘どのような比喰表現に使

用されているか、それらがどのようなイメージで使用されているかを、 MIX吋λ. 1981 

に挙げである穆の中から、引き出してみよう.

但し、今回は表 2に準げである順序で、上位にある「動物Jを選んで、それらが使

用されている彪のいくつかを見てみよう.

1 )λむKO宮「狼」

まず、一番よく使われている「狼Jについて見てみると、

(1) Ai)κ0官 πεaνασμEνoτπPlvapl τpwεt・

空腹の狼はうぱめがしを食べる.

(2) nεtνdωσavλ6κ0宮・ ( naραπoλu). 

狼のように空腹だ.
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(3) h'Dκo 'YcaτrεTσ引 XOVTρoλαfμη宮 AEv占ινε6ωκα](0ντpαivω.

狽さん、どうしておまえは喉太なの.僕は怠けないので太るのだ.

などのように、空腹で、したがって何でも食べようとする狼のイメージが使用されて

いる.また、それ故、飢えているからこそ恐い動物と言うととになるのであろう.し

かし、ごとに出てくる狼は腹をすかした、 「うばめがしJのようなものでも何でもい

いから食べようとする、むしろ見窄らしい狼の盗が見えるようである.ことにはなか

ったが、 f狼のように食べるJと言う表現もあり、これは、非常によく食べる人に対

する比喰表現として使用される.

しかし、

(4) h百厄0<;λ百/(0dEντρdε1. 

狼lま狼を食わず.

(5) '0λむκ0<;T1Iφωλ1 a τoυdlνT>Iμαyaρitε1. 

mは自分の卵を汚さず.
のように、 (1). (2)とは矛盾するようだが (ζ のように膨の世界では、相矛盾する診

が共存することは、外山慈比古. 1983にも述べられている)いくら腹がすいても、仲

間を食べたりはしない、仲間意織の強い狼のイメージも使用されている.そして、こ

れは、思いことをする仲間違がお互いをかばい合うときの比織に使用されるようであ

る.これと問機な使われ方をするものに.

(cf) K6ρ叫 α官制ρ&"0υμaTl dEv sηatεt ・ 『烏は鳥の目をほじ繰り出さず」

というのがあるが、狼も烏と同じレベルで使用されているとすれば、狼のイメージダ

ウンである.

また、悪党のイメージでは、

(6) '0λ百κ0宮 τ司vaντdραeEλε4・

狼はsを望む.

のように、聞に乗じて思いことをする猿のイメージが使用されている.不気味な悪党

のイメージである.そして、信用の置けないものとしても、使用されている.それは、

(7) ・0 λ自信0，宵tσTIκ6宮 dEν y(νεTal κ1 O σκ百λ。宮 TVPOl<6μ0，・
1良は獄実にはならず犬はチーズ屋.

のように.忠誠心の犬と比較されている.

また、

(8)・0λ百"OC' Exε1 T OVOμα 1<1奇占λεπoiJTa Tρc.iyε1 (時 τ呼](<Iρη).

狼は名前を保持し、狐はそれを食べる或は喜ぴを) . 

(9) '0 λ百ぽO宮 μt μηvvματα πOTE apν dEν TPc.iεt・
狼は、命令されて羊を食べず.

(10)・0λiJl<O古川百ν Er1Iρασε 削苦λλαtεT6μαλλ(TOtJ， μ骨Tετ司γν4μηEλλαtε，
μ1ITετ骨νκεφαλ骨τov.
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1良は、老いて~の毛が変わったが、自分の考え方も頭も変えなかった.

などのように.狐と比較されて、悪党は悪党でも、誇り高き狼の~も使用されている.

が、(10)1土.それを通り越して頑固な石原のイメージであろう.これは.特に悪い習

慣を改めようとしない頑固な変革のひょうのない者に対する比喰表現である.

そして、実力のある者はどこの世界でも、喚いたり騒いだりはしないようである.

(11 )・0λむκ0宮宵oudlv aλ1JXTaεaλ6κovc Tραpaεtστ6μαvτpi. 

吠えない狼は、ほかの狼を固いに引っ張る.

このようにみると、狼は、全体的には、まず、 「悪党J箇をした狽のイメージを持

っているようである.そして、 (2)空腹でよく食べる、 (3)悪仲間意識が強い、 (4)Z寄

り高い、 (5)頑固なイメージで比喰表現を形成している.

2) yardαpo宮『ろば」

ろばは日本では余り ~JII 染みがないが、ギリシアではよく見かけられる.そして.よ

く働いている.諺でも、

(12)・Hγαrdouρα σαρaVTα 宵ovλdρtα Eιανε mα「τ6 σαμdρ1 d{ν τ司宮 Eλεl!tε. 

雌ろばは 40頭の仔馬に等しく.荷鞍がその背にないことはなかった.

(13) raidouρt στov κατ司争opo・μoυλaPl σT6v 占v>Iφoρo"α( aλoyo στou宮 "aμπov宮・
下り坂のろば.上り坂のらぱ.野原の馬.

のように、 (12)では、ろばは、非常によく働き、全てのことによく耐える.また (13) 

のように、ろばに限らず、動物も「適材適所Jでよりよく人々の役に立つのである.

そして、次の跨は、ろばがいなくなると、働く手段がなくなるので、主人も働かな

くなるというのであろうか.のんびりとしたギリシア的考え方である.

(14) Aεjltνoc O 'Yarιαρ0宮.avα宵αμ4ν0宮占 ν01κoκdρη宮・

ろばはやられ、主人は休む.

また、簡潔な隠喰表現で、

(15) ETvα1 yaidαpoc;. 

(彼は)ろばだ.

(16) vExε1 yaidoυρtνdμOilTρα. 

{彼は)ろばの額をしている.

のようなのがある.これは、頑固で無礼な人への比喰表現に使用されているようであ、

る.しかし、ろばの世界では、それは頑固で無礼なのであろうか、それとも忍耐とい

う美徳なのであろうか.次のような認もある.

(17)νEXε， tnroμoν司γαidaρov.
(彼は)ろばの忍耐をもっ.

しかし、半当に忍耐強ければ、

(18) Auo yardαPOIσ4μla Tasλα d{v TpWVE. 
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ニ頭のろぱは一つの食卓で食べず.

と言うととにはならないであろう.同業者でもお互いに忍耐があれば憎み合うことも

ないであろう. (17)は、あまりはっきりしない忍耐をやゆして使われるようである.

外にも次のようなのがある.

(19 )νAν itxεt oγardαρ0宮 φωv>I.γtaψdλτη dlνT6νκpatoυν. 

ろばが声を持っていても.歌手としては呼ばない.

(20)・0γa，dαpo宮 τ6Mapτηγκαρitεt( xa(pεT引 γtaT6 vlo xoρτdρt}. 
ろばは三月に鳴く(新鮮な草に喜ぶ)

(19 )は.ろばが悪い声をしている事実(yard叩 0，という語自体もよい響きを持ってい

ない)を踏まえて、比喰表現が作られている. (20)も、新鮮な掌に喜ぶろばの声が聞

こえそうであるが、(19)と関連して考えれば、なんとなく春の美しさを台無しにしそ

うである.いや、それが牧歌的ですばらしいのかも知れない.

ろぱは、全体的には、あまり良いイメージでは使用されていないようであるが、ま

とめると、(1 )働き者、 (2)忍耐強い、 (3)頑固で無礼、 (4)声の惑い動物として、比喰

表現に使われている.

3 )日cJ6，r牛」
雄牛は L一見すると、力強くて少し恐い感じがするが、そのようなイメージで使用

されているのが、~の鯵である.

(21) MdiλαμνaTO占γ6λatεκαfγardαρoκαμπouρη.

よく進む雄牛と箔のあるロパを買え.

(22)To /3cJtdt aπ6 TaκEραταmα( T6γal'・8αpoaπ6τdπodtaν4φo/J置σαt・

雄牛は角を、ロパは足を恐れなさい.

力強くてよく働く雄牛は人々の役に立ったのである.ただ、気を付けていなければ、

角に引っかけられて危険な自にも合うであろう.

しかし、ギリシアの修にみられる「雄牛Jは、いまーつ力強さに欠けている.例え

ば.

(23) T6 /30υ/Jaλ， '" aνyεpaσε" T6 宵ετσfτ01)/3cJtdtκdνεt ( aE itεt). 
水牛は老いても、その皮は雄牛に等しい(1遣する). 

(24) T6 /Jo1)/laλt 削 avEε1ftσε4πdλt H(tεl T6 Evα /Jcdtdt・

水牛は衰えても一頭の雄牛に値する.

などと、水牛と比較されて、緩牛の値打が低く見られている. r大きくて強い者が良
いJと言うギリシア人の価値観が窺える.

そして、次のような路で、雄牛の価値i土地に洛ちる.とこでは次のような興味ある

諺が見られる.

(25) ETναt /lcdtdt・
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(彼は)雄牛だ.

(26)Ta t日αμouaρya. 

私の動物は鈍い.

(25)の隠略l土、 「馬鹿」を意味する.雄牛を馬鹿に喰ているのは意外な気もするが.

?xのEまにも縫牛の様子が表されている.その (26)には、 「雄牛Jは使われていないが、

とこでは、路 tiJα 「動物Jが特に雄牛の事を表しており、雄牛は馬鹿でのろまなイ

メージで使用されている.ただ、 (21)-(24)でも見たように、雄牛のイメージとして

は、 (2)力強い、 (3)役に立つ動物としても表現されており、ことでも、諺の世界に於

ける「逆転Jがみられ興味深い.

4 )γdταr!苗」

日本語の表現にも、 「猫被り Jと言うのがあるように、ギリシアでも猫は爪を隠し

持っているようである.例えば、

(27) ETνctl yaTct. 

彼女は猫だ.

(28) Kαλ6官争fλ0宮 O'Yaτ0宮 avdlvεT)(εVU)(Iα. 

1置はもし爪がなければ良い友だ.

などのように、可愛く見える猶も、実は爪を持っていて、それで引っかかれれば、相

当痛いであろう. (27)も簡潔な偲喰表現であるが、これらは、大人しく見えるが実は

「爪を隠し持っているJ女性に対して使われる.

また‘次のように、犬と比較されて、猪の不E苦笑さが引合いに出されている.

(29)・HyaT<IστραIlwνεtτ6v aゃEvτηTη宮 (deνεTvα1"1στ司σdνT6σκDλo ). 
猫は主人を盲にする(犬のように信頼できない)

(30)・HγaTctγνωρftεaσπ(Tl ICα( T6σ広Uλ(aφεντtκo. 

猫は家を知り犬は主人を知る.

などと、 (29)でも、犬と比べられて、猫は「犬のように信頼できない」と言うことで、

『猫被り Jに却されてはいけないと言うととである.

鼠にとって恐い猫のイメージは、万国共通なのであろう.

(31) uOTαν ゃvyε1O yaTo雪占π.τ呼vTρdπα，宵αftε1 Oπαντtκ6宮 TT;V aλ申α-(Jf，τα.
猫が穴から逃げると、鼠はイロハを弾く.

また、次の諺では、猫l主、執念深くなかなか死なず、しぶとく生き延びる代表とし

て使用されている.

(32) 'H yaταεTvα1 EφTaψU)(η・

1遣は七生.

ちなみに、英語では "A cat has nine lives"であり、こちらがむっと執念深い.

まとめると、絡は、(1) r猫被り J (爪を隠し持ち、危険)、 (2)不路実、 (3)弱い
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ものいじめ、 (4)執念深く、しぶといイメージで使用されている.

5 )γOVPOUVL 豚J

今は日本でも、食卓に気軽に上り、食べては美味しい「豚」のイメージは‘(1 )汚

い、 (2)貧欲、 (3)良い母と少々強烈である.例えば、

(33) T6γoυρ0';νtλdσπηetλε1. 

豚は泥を望む.

(34) T6γovρ0';νt 削 EνT6λ0';σεt宮 T暗vaλuσisαea xαλ4σε1". 

豚は洗えど灰汁(あく)を駄目にする.

(35) ETσα， vaφυλE宮 γoυρ0';νeα.
おまえは豚にくちづけすべきだ.

などと、泥にまみれた非常に汚い対象として出現する.泥を好んで、泥の中で生活を

し、よく食ぺ太り、その汚い姿が入者からは嫌われている.

そして、

(36) T6 'YOVρ0';νl TOσo fXεtτa sαλaVla Oσo ICa( Ta μoσxoκapυdlX. 

豚 I:l:にくずくの笑ほどたくさんどんぐりの実も持っている.

(37) Tpc.iε1 (有 EεT ~・ λ.π. )σdν 'YoupotIν1. 

豚のように食べる(或は生きる)

などと、貧欲によく食べる動物として使用されてる.豚のように何でもよく食べれば、

きっと痩世痩けた人生はおくらなくてすむであろう.

しかし、汚くても、子供遣にとっては良い母である.

(38) 'Hγovρ0';να 百τανEκανεγovρovν6πovλαOVTε xvλ6dlv x6pτασε. 

雌豚が子豚をつくったときは乳首もいっぱいにならない.

かく、よく食べて.よく子供を.mみ.子供達にしっかりと食べさせる.母の鋭である.

比喰的に良い母に対して言われる.

6 )占).E1toi)r狐J

狐は、なんと言っても、ずる賢い動物の代表であろう.このようなイメージは、ま

た日本でも馴染み深い.例えば、

(39) lloνηρ呼占λε智oil.

ずる賢い狐.

と言うのがあれば、

(40) 'H aλ引 10tI κατ6 xρoνeJv IH1.{ TScXλε宵O，;dlαt応αT6νdlιa.

狐は百才子狐百十才.

などと、ずる賢い狐より子狐はもっとずる賢いと表現される.しかし、さらに、狐た

ちよりもっとずる賢い者がいる.それは、
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(41) 'H aλε1rOU εTν引 πOVηρYIaλλd宥.6πoνηp6<; f"εTν0<; 宵OUTl]ν n'caνεt・

狐はずる賢いが狐を捕らえるものがもっとずる賢い.

(42) H.a φopa. i，，(νησε 告占λε7rOUνdπdεaστ司ν占γopa 厄αf奇τανε 宵αtaρt・

ある時狐が市場に行くとセバザーだった.

などと、表現されており、 (42)にはさらに. ICa( ol 1TOVηρo( T暗V 宵α8α「νOVV そし

て、ずる賢い人遣が狐を殺すJと付け加えられている.かくして、人聞が一番ずる賢

いようである.

4、おわりに

以上、今回は、携の中によく使用されている素材としての「動物Jに焦点を当てて、

それらの使用頻度から見られる特徴やその使用頻度から推論できる「動物Jと民衆の

結び付き方や関連の仕方を考察してみた.さらに、これらの動物たちがどの様なイメ

ージで使用されどの様な比喰表現に使用されているかも考察した.時間の関係で、!と

の外の多くの諺に関しては言及できず、充分な考察ができなかったが、それなりの成

果があったように思う.また‘今回検討した跨以外の諺もまたの機会に考察してみる

つもりである.

なお、本稿は、第一回ギリシア語学・文学研究会(1989年 7月 於 広島大学)で

発表したものに加筆修正したものである.
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( SUMMARY) 

A Study on. Modern. Greek Pro"V"eros 

-Proverbs In whIch the Element "AnImal" Is Used-

Saburo Uklda 

When we read the proverbs of Modern Greek, various metaphrical ex­

pressions are referred to, among which, proverbs in which elements 
I 

relating to ".Animals", are both numerous and interesting. Animals in 

human society- play various roles; they are considered as friends, dan­

gerous enemies, are sometimes harmful and are sometimes the objects 

of ridicule. Thus arising from a variety of meaning and viewed from 

appropriate perspectives, they are used as metaphorical objects. 

In the two collections of proverbs, Rohlfs, G., Italogriechische 

Sprichwllrter in linguistischer Konfrontation mit neugriechischen' 

Dialekten, Miinchen,1971 and Mlxa~l, Map(a-Af:6E, 2500 'EllQVIKl<; napol~(E<; 

«aC AEy6~Eva), 'A9>\va, 1981, "Animals" have been widely used. Further­

more, when comparing Japanese and Greek proverbs, there is a richer 

use of the element "Animal" in Greek. 

In the former collection ( of 500 proverbs), in the top 40 elements 

ranked according to the frequency of use, 11 species of animals -

Goat, DonkeY,Fox, Pig, Ox, Wolf etc. - have been used with a frequency 
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of over 6 times. In the latter collection, M'l(a>l~ has commented that 

proverbs connected wi th animals in Greek are abundant and have been 

the objects of metaphorical,expression to Greek folk. He has also 

enumrated proverbs using the element" animal". When we see the element 

"animal" from the highest frequency of use there, the ranking is: 

Wolf, Donky, Ox, Cat, Pig, Fox, Horse etc. (totaly 26 species). From this 

we can surmise what kind of animals are closely connected wi th the 

Greek people and in which they have interest. 

Next. we have extracted from these proverbs, the kinds of metaphors 

and images projected, for example; Wolf: (1) Unscrupulous or Vicious 

(2) Hungry (3) Group consciousness in wrong doing (4) Proud (5) Stubborn/ 

Donkey: (l)Hard working (2)Patient(3)Stubborn(4)Rude / Ox: (l)Strong 

(2)Stupid / Cat: (l)Has claws (Dangerous) (2)Ability to survive(Tena­

cious) / Pig: (1)Dirty(2)Greedy(3)Possesses good maternal instincts/ 

etc. and the characteristic features thus could be observed. 
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